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【内容要旨】 

目的：1）重粒子線治療に向け内分泌療法を受ける前立腺がん患者の身体活動レ

ベル(Physical activity level: PAL)と健康関連 Quality of life(QOL)の実態と関

連を明らかにする．2）重粒子線治療の外来初診時と照射 2 週間前の健康関連

QOL の変化と身体活動レベルとの関連を明らかにする． 

対象者：山形大学医学部東日本重粒子センターでの重粒子線治療に同意した前

立腺がん患者 112 名． 

方法： Expanded Prostate Cancer Index Composite(EPIC)，SF-8 を用いた自

記式質問紙調査を行い，PAL によって 3 群に分け，比較を行った． 

結果：PAL は低群 93 名（83.0%），中群 4 名（3.6%），高群 15 名（13.4%）で

あった．低群に比べ高群は外来初診時点の排便と性機能の QOL が低かった．外

来初診時と照射 2 週間前の QOL は，高・中群では有意な変化はなかったが，低

群のホルモン領域の QOL が有意に低下していた． 

結論：重粒子線治療に向け内分泌療法を受ける患者は身体活動レベルが低く，

内分泌療法の副作用や心理状態に対して身体活動レベルを考慮した看護支援の

必要性が示唆された． 




